
◇助手　後藤信行

する研究

☆講 演☆

教授　永井芳男「アセナフテンに関

　　　　　（第15報）一α，β一ジクロル・無数ナフタル酸

の合成ならびにメチルイミド化一」日木化学会第11年会

講演会（1958．4）

◇助手　後藤信行　教授　永井芳男　技術研究生　寺島

孝一「アセナフテンに関する研究（第16報）－9，10一ベ

ンゾイレンペリレンー3，4一ジカルボニルーN一メチルイミ

ドの塩素化一」同上（同上）

◇助手　後藤信行　教授　永井芳男　技術研究生　富由

承一「アセナフテンに関する研究（第17報）－9，10一ベ

ンゾイレンペリレンー3，4一ジカルボニルーN一メチルイミ

ドのニトm化一」同上（同上）

◇教授　永井芳男　技富　田辺正士　技術研究生　石井

健一「トルエンとクロルシアンとの反応」以上（同上）

◇教授　永井芳男　技官　田辺正士　技術研究生　本多

梁作「ポリビニルアルコールとニトロベンズアルデヒド

との反応」同上（同上）

◇助教授　山辺武郎　技術研究生　下条うた子・田中米

吉「イオン排除による食塩と棚酸の分離」日本塩学会

第9回総会　金沢市金沢商工会議所において
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1958．5．15）

◇助教授　高橋幸伯　　「水位計について」　造船協会春

季講演会において　　（1958．5．16）

　　　　　　　　☆寄　　　稿☆

◇助教授　黒川兼行　“The　Expansions　of　Electroma－

gnetic　Fields　in　Cavities”　IRE　Transactions　on

Microwave　Theory　and　Techniques．　M　T　T－6No．2

p．p．178－187　　（1958．4）

◇教授　高橋武雄　教務員　桜井　裕「電流滴定法を適
用した連続電量滴定法」分析化学，7，296－300（1958・5）

　　　　　　☆　生研所員海外渡航状況

◇第3部　藤高周平教授は，パリにおいて開催される第

17回国際送電網会議に日本代表として出席し，あわてせ
欧州諸国を訪問し，超高圧電力技術，特に雷害防止に関し

視察するため，約1ケ月間の予定で5月31日東京国際空

港を出発．

　　　　　　　　☆本所の公開☆

　去る5月31日は本所の創立第9回記念日で，例年のよ
うに所内を開放し，研究を公開した．当日は好天気で，

招待者，一般来観者合せて約3，700名の多数にのぼった・

試作工場予定建物内に集中的に展示された各研究部の研

究は，とくに注目を引き，中でもnケットの研究，原位

置土の強さの試験機の試料として出された競技場用アン

ツーカなどは，一般来観者の興味を引いた．

　その他，研究室の公開，専門家への特別公開も広い場

所内を点々としたところを，折からの暑さにもかかわら

ず，熱心に見て廻る人も多数であった．

　午後には，講演と映画が行われたが，映画は，中，高

校生のため，とくに午前中3回の追nu映写をした．

　なお，前日には，本所の外郭団体主催の理事会と評議

会が，生研協議会を兼ねて開かれ，公開日に先立って，

研究が供覧された．

講演・映画会場のスナップ
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